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森林の炭素吸収機能(3)

(担当　森林資源部　技師　丹羽花恵)

－市町村別の森林の炭素吸収量－
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A注1)：年間炭素吸収量(tC /年)
B注2)：市町村別の単位面積あたり炭素吸収量(tC /年/ha)

表１：市町村別の森林の炭素吸収量
図１：市町村別の単位面積あたり炭素吸収量
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１．研究の背景
　森林の多面的機能のひとつとして，炭素吸収

機能がある。この機能に配慮した適正な森林管

理方法を検討するため，本県における森林の炭

素吸収量を，樹種，齢級，地域別に推定した。

　前報(岩手県林業技術センター研究成果速報

No.145)では，県全体の森林の炭素吸収量につ

いて報告したが，今回は，「市町村別の森林の

炭素吸収量」について報告する。

2．算出方法
　既存資料の森林面積等から，1990年，2000年

時における炭素貯留量を算出し，1990年から

2000年における年間炭素吸収量を求めた。詳細

な算出式は，前報のとおりである（研究成果速報

N o.145参照)。

3．結果

　市町村別の森林の炭素吸収量の算出結果を

表１に示す。炭素吸収量は，県北部、県南東部

の市町村で高い傾向があった(図1)。市町村別の

炭素吸収量の高低は，国有林/民有林別，樹種

別森林資源構成の違いが反映されていた。

4．今後の方針

　今後は，今回の結果を基に，炭素吸収機能区

分の検討，及び，市町村内で，炭素吸収量のポ

テンシャルマップの作成を行い，炭素吸収量の

地域分布特性を評価する予定である。

　また，県全体の炭素吸収量の地域分布は，民

有林における分布を反映したものであり，それ

は，県南東部のスギ人工林，県北東部のマツ人

工林の高い吸収量を反映したものであった。


